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平成20年県地震被害想定調査の流れについて

（5地震を対象）
・人的被害の予測
・建物関係の予測
・社会的機能支障の予測等

250ｍメッシュ単位
震度、液状化危険度、斜面災害

統計的グリーン関数法（深部）
＋応答計算（浅部）
（計測震度、加速度、速度）

①想定地震の設定

②震源断層モデルの設定

⑤自然災害の予測

③地下構造モデルの設定

⑥社会的な被害の予測

9地震を想定

⑦自治体（市町村）別の
予測結果の集約

④地震動計算

地盤データ等の収集

震源断層を特定した地
震の強震動予測手法
（「レシピ」）
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想定地震と震源断層モデルについて

想定地震 Mw 備考 Mw※2 備考 活断層名 Mj 備考

① 日向灘 7.5
日向灘北部（１９６８年日向
灘地震の震源断層）を想定 9.0

② 東南海・南海※1 8.6
２連動（東南海域・南海域）
を想定

(9.1)

豊予海峡 7.2

セグメント (7.5)

別府地溝南縁断層帯

別府湾断層帯

⑤

7.0

(7.2)

⑦ 別府地溝北縁断層帯 7.0 日出生断層帯
7.5
程度

⑧
崩平山-万年山地溝
北縁断層帯

6.8
万年山‐崩平山断層
帯

7.3
程度

H20調査では震源断層と
想定していない崩平山-
万年山地溝南縁断層帯」
を含めた評価。

⑨ プレート内 7.4
佐伯市が揺れた場合を想
定

Ｈ20年3月県地震被害想定調査 Ｈ25年3月県地震津波被害想定調査 「長期評価（第二版）」等

③

中央構造線断層帯
⑩豊予海峡－由布院
区間

想定地震

南海トラフの巨大地震※1

４連動（駿河湾域、東海域、
南海域、日向灘域）を想定

中央構造線 7.6

④ 7

四国西部の川上断層以西

※２ （）は津波波源での値

周防灘断層帯 7.0

※１ 津波被害予測の対象とした地震

⑥

豊予海峡セグメントのみ
豊後慶長地震（1596年）の
歴史記録と整合性がとれる
ようすべり量等を調整

別府湾の地震

（慶長豊後型）※1

6.9

豊予海峡セグメントのみ
別府湾の断層群は、地下
深部の地震発生層付近
では中央構造線断層帯
に収斂する二次的な断層
とされており、震源断層と
しては想定されていない。

7.8
程度

周防灘断層群主部※1

中央構造線断層帯の長期評価（第二版）
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平成20年県地震被害想定調査 震源断層モデル等について
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①日向灘

②東南海・南海地震

1.平成20年 被害想定調査 地震断層モデルについて
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③中央構造線

④－１別府地溝南縁断層帯（アスペリティ東）

平成20年県地震被害想定調査 震源断層モデル等について



1.平成20年 被害想定調査 地震断層モデルについて
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④－２別府地溝南縁断層帯（アスペリティ西）

⑤－１別府湾断層帯（アスペリティ１個）

平成20年県地震被害想定調査 震源断層モデル等について

1.平成20年 被害想定調査 地震断層モデルについて
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⑤－２別府湾断層帯（アスペリティ２個）

⑥周防灘断層帯

平成20年県地震被害想定調査 震源断層モデル等について



1.平成20年 被害想定調査 地震断層モデルについて
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⑧崩平山－万年山地溝北縁断層帯

⑦別府地溝北縁断層帯

平成20年県地震被害想定調査 震源断層モデル等について

⑨プレート内地震

1.平成20年 被害想定調査 地震断層モデルについて
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平成20年県地震被害想定調査 震源断層モデル等について



平成20年県被害想定調査 震源断層モデル等について
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活断層による地震

断層帯 日向灘 東南海・南海 別府湾 周防灘 別府地溝北縁
崩平山－万年山

地溝北縁
プレート内

断層基点 東経（°） - - 131.950 133.230 131.711 131.621 131.451 131.510 131.642 131.157 130.989 132.120

断層基点 北緯（°） - - 33.383 33.933 33.264 33.238 33.288 33.326 34.008 33.323 33.240 33.312

走向　θ - - 234 243 251 290 246 84 242 81 93 180

傾斜　δ（°） - - 75 90 75 75 55

長さＬ（km） - - 31.6 44.4 36.4 29.4 40.0

幅　Ｗ（km） - - 12.4 12.0 12.4 12.4 40.0

上端深さｄ（km） - - 3 3 3 3 55

モーメントマグニチュード Mw 7.5 8.6 6.9 7.0 7.0 6.8 7.4

気象庁マグニチュード Mj 7.5 8.6 7.3 7.6 7.4 7.3 7.48.5 7.5

12.4 12.4

3 3

7.6 7.0

中央構造線 別府地溝南縁

75 75

153.1 38.5

矩形ではない 矩形ではない

平成25年県地震津波被害想定調査 震源断層モデル等について
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①南海トラフ（海溝型地震）



平成25年県地震津波被害想定調査 震源断層モデル等について
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②別府湾の地震（慶長豊後型地震）

平成25年県地震津波被害想定調査 震源断層モデル等について
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③周防灘地震



平成25年県地震津波被害想定調査 波源の設定について
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平成25年県地震津波被害想定調査 波源の設定について
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大分県地震被害想定調査見直しの基本方針（案）

（１）「大分県地震被害想定調査（平成20年3月）」及び「大分県地震津波被害想定

調査（平成25年3月）」の基本的な考え方を踏襲する。

【基本的な考え方】
①科学的、客観的な手法及び最新の知見を活かした被害想定とする。
②大分県の地域特性を踏まえた被害想定とする。
③大分県の推進する地震防災対策に役立つ被害想定とする。
④社会的な影響や様々な状況を視野に入れた幅広い想定とする。

（２）「中央構造線断層帯の長期評価（第二版）」等により、長期評価の見直しが行

われた以下の３つの活断層を調査対象とし、社会的な災害予測まで実施する。

①中央構造線断層帯

②日出生断層帯

③万年山-崩平山断層帯
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（３）震源断層モデル（地震動予測計算に必要なパラメータを含む）、地下構造

モデル等を設定する際は、最新の知見である「別府－万年山断層帯（大分

平野－由布院断層帯東部）における重点的な調査観測結果」を基礎データ

とし、地震調査研究推進本部の研究や大分県の過去の調査結果等に配慮

し調査を行う。

（４）津波断層モデルは、慶長豊後地震（1596年）の歴史記録と整合性がとれる

ようすべり量等を設定した「大分県地震津波被害想定調査（平成25年3月）」

のモデルを活用する。

（５）社会的被害想定を調査するにあたっては、国勢調査結果等、最新の基礎

データを活用しつつ、調査項目や手法については、過去の被害想定調査を

踏襲し、市町村ごとに結果を集約し、地震防災対策の基礎資料とする。


